
要約

にんにく畑の線虫駆除に有効な栽培うね内消毒法

畑の全面消毒より簡易な、栽培うね内を消毒する方法で、全面消毒と同
等のイモグサレセンチュウ被害低減効果が認められました。

・詳細については平成2５年度指導参考資料を参照してください。
http://www.applenet.jp/~nouken/promote/sakumoku/yasai/h25y47.pdf

１．背景・目的

２．内容

３．活用等

写真１ にんにくのイモグサレ
センチュウ被害
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図 うね内消毒の方法

写真２ うね内消毒作業の様子（田子町）
※「うね立て→土壌消毒→すぐにマルチ被覆」
を一連で作業する。

イモグサレセンチュウは、にんにくの生育
期間中に土からにんにくに侵入し、収穫後、
乾燥・調整中に急激に増殖して、にんにくの
腐敗を引き起こす線虫です。この被害を低減
させるため、これまで畑全面の土壌くん蒸消
毒を行ってきましたが、低コストで省力化が
期待される、より簡易な方法での消毒方法が
求められていました。 

うね立て同時土壌消毒機やにんにく植付け
機の改良により、農薬とマルチ資材を減らし
た、簡易で低コストな土壌のくん蒸消毒が可
能になります。

・うね内消毒法は、うねだけを消毒後、うね
立てと同時に被覆資材で被覆し、一定期間
経過後、ガス抜きをせずに、被覆資材に直
接穴を開けてにんにくを植え付ける方法で、
農薬とマルチ資材が削減できます。

・うね内処理で効果が認められた剤は、クロ
ルピクリンくん蒸剤（99.5％、80.0%、
70.0％製剤）、キルパー、ディ・トラペッ
クス油剤です。

・全面消毒と同等の効果が確認されました。
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要約

・農水省品種登録番号：第21758号。
・県内の方であれば、契約によりどなたでも栽培可能です。

平いもが少ない、ながいも品種「あおもり短八」

コンパクトな形状で掘り取りがしやすく、平いもの発生が少ない
ながいも品種「あおもり短八」を育成しました。

１．背景・目的

２．内容

３．活用等

写真 「園試系６」と「あおもり短八」

図 等級別収量（kg/a）

ながいもの流通業者や消費者に求められて
いるコンパクトな形状で、掘り取りがしやす
い品種を育成することを目標としました。

「園試系６」が長大化し、先細り、曲がり
が発生しやすい砂丘地や平いも発生で困って
いるところでも、形状の良いいもが生産でき
ます。

・県内の基幹系統である「園試系６」にガン
マ線を照射した変異個体から、いもの長さ
がやや短く、肥大の良好な新品種「あおも
り短八」を育成しました。

・いもの長さが「園試系６」の９割程度と短
く、ボリューム感がある形状となります。

・総収量は「園試系６」よりやや少なく、こ
ぶや亀裂によるＣ・Ｄ品がやや多くなりま
すが、扁平な形をした「平いも」の発生は
ほとんど見られません。

・平成25年から種苗を配布しており、西北
地方の砂丘地を主体に、生産が始まってい
ます。
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